
A 
富
山
県
内
は
、
昨
年
十
二
月
二
十

六
日
ご
ろ
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
が

強
ま
り
、
二
十
六
日
午
後
八
時
に
「
風

雪
波
浪
注
意
報
」
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
二
十
七、

二
十
八
日
と
降
雪
が
続

き
、
二
十
八
日
午
後
十
一
時
五
十
分

に
は
、
今
冬
は
じ
め
て
の
大
雪
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
富

山
市
の
降
雪
量
は
六
十
で
を
超
え
、

こ
れ
は
山
地
の
大
雪
時

の
降
雪
量
に

匹
敵
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
時
小
康
状
態

二
十
九
日
以
降
、

に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
と
し
一
月

曹
;a.寄
，. 

"場
合冬炉 、

主主
も

¥ 
主軸

日
か
ら
再
び
冬
型
の
気
圧
配
置
に
戻

ト」

l
し
、

生
活
に
も
多
面
に
わ
た

っ
て

雪
害
が
続
発
す
る
状
態
に
な
り
、
県

り
、
平
地
の
降
雪
量
は
連
日
三
十
で

を
超
え
、

六
日
午
後
四
時
五
十
分
に

第
二
回
目
の
大
雪
警
報
が
、
十

一
日

し
た
。

民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま

午
後
四
時
四
十
五
分
に
は
第
三
回
目

の
大
雪
警
報
が
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

一
月
十
四
日
、

山
地
積
雪
量
は
四

の
地
域
で
も
そ
れ
に
迫
る
大
雪
と
な

一
月
六
日
、
富
山
市
で
積
雪
一

μ
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固から調査固など

続々来県
1月98/自民党異常豪雪対策本部調査図

10日/昭和56年豪雪対策本部政府調査

団 団長・原健三郎本部長(国土

庁長官)

12日/日本共窓党調査団

13日/日本社会党調査団

17日/自民党異常豪雪対策本部調査団

21日/衆議院災害特別委員会

2汚4日/参議院災害対策特別委員会

19'"'"'20日/r56豪雪に関する特別研究J

研究委員会(科学技術庁)が開催

な
お
、
県
内
各
地
の
最
高
積
雪
量

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
二
月
四
日
発
表

場
所

積
雪

参
考
(
お
年

こ
の
た
め
県
内
の
交
通
機
関
は
マ

二
十
で
に
達
し
、

二
回
目
の
大
雪
警

報
が
発
令
き
れ
る
な
か
、
県
で
は
こ

泊

一
二

四
H

九
三
で

色

津

一
三

O
H

一
五
六
H

上

市

二
六

O
Hン

宮
田

一
六

O
で

一
八
六
H

山

一
部
の
地
域
で

は
三
十
八
年
の
記
録
を
上
回
り
、

他

県
雪
害
対
策
本
部
を
設
置

μ
五
十
で
を
超
え
、

り
ま
し
た
。

必
需

帯

J
リ相

、、旬、
'" 

， 

の
日
午
後
五
時
、

「
富
山
県
雪
害
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

以
来
、
庁
内
を
あ
げ
て
全
力
を
傾

し
て
県
民
の
み
な
き
ん
の
克
雪
へ

の
尽
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
長
へ
も
協
力
依
頼
し
、
九

日
に
は
国
鉄
の
早
期
回
復
に
つ
い

て
運
輸
大
臣
、
国
鉄
総
裁
な
ど
に

要
望
。

ω一
月
七
日
、
知
事
専
決
で
除
雪
費

八
億
円
を
追
加
補
正
。
(
そ
の
後
、

l月2月
30日 l日

追
加
補
正
さ
れ
た
分
を
含
め
総
額

で
十
六
億
五
千
二
百
七
十
万
円
)

ω報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
、
雪
害

状
況
や
対
応
策
に
つ
い
て
情
報
を

|月

20日

提
供
。

ω一
月
十
五
日
、
全
市
町
村
で
雪
害

対
策
本
部
を
設
置
。

ω
一
月
十
二
日
、
陸
上
自
衛
隊
第
十

|月

10日

師
団
に
対
し
、
緊
急
生
活
物
資
輸

送
、
消
防
車
の
移
動
、
緊
急
患
者

の
輸
送
の
た
め
の
道
路
確
保
の
た

め
、
人
員
、
資
機
材
の
派
遣
を
要

|月

!日

八

尾

一一一一一一
村
ン

一一
一
一
ー
チセ

ン

猪

二
五
一
で

6 

谷

伏

木

二
二
五
H

一
四
八
で

砺

二
三
七
H

波

一
八
一
で

福

光

二
二
五
で

利

賀

四
三

O
H

小
矢
部

一
八
六
で

二
七
六
で

注
し
、
市
町
村
、
関
係
機
関
と
密
接

に
連
携
し
な
が
ら
、
県
民
生
活
を
守

る
た
め
で
き
る
限
り

の
措
置
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、

ω一
月
八
日
、
本
部
長
談
話
を
発
表

主
問
。

附
一
月
十
四
日
、
本
部
長
は
「
地
域

ぐ
る
み
の
除
排
雪
運
動
」
を
提
唱
。

ま
た
、
豪
雪
対
策
と
し
て

①
中
小
企
業
向
・
け
緊
急
融
資
、
同
特

別
保
証
制
度

②
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
運
動
助
成
金

制
度
の
創
設

③
除
雪
給
付
金
の
支
給
制
度
の
創
設

④
世
帯
更
正
資
金
貸
付
原
資
補
助
に

つ
い
て
の
施
策
を
実
施

例
一
月
十
七
日
、
陸
上
自
衛
隊
第
十

師
団
に
対
し
、
緊
急
，生
活
物
資
、

緊
念
患
者
輸
送
の
道
路
確
保
の
た

め
、
人
員
、
資
機
材
の
派
遣
を
再

フ

度
要
請
。

附
一
月
十
七
、
二
十
九
日
、
納
税
期

限
の
延
期
措
置
を
講
じ
た
。

則

一
月
二
十

一
日
孤
立
集
落
に
生
鮮

食
料
品
を
緊
急
空
輸
。

除
雪
計
画

l
県
下
六
、
五
七

O相

0 
12月
28日

県
で
は
「
三
八
豪
雪
」
「
五
二
豪
雪
」

な
ど
を
教
訓
に
、
冬
期
の
、
王
な
幹
線

道
路
を
確
保
し
て
産
業

・
経
済
活
動

と
民
生
の
安
定
を
守
る
た
め
、
昨
年

十
二
月
一

日
か
ら
「
道
路
除
雪
計
画
」

を
た
て
て
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
は
連
日

の
激
し
い

降
雪
で
予
想
を
超
え
る
大
雪
と
な
り
、

一
月
七
日
に
は
国
道
剖
号
線

(猪
谷

1
神
岡
問
)
、
問
号
線
(
小
牧

1
祖
山



間
)
な
ど
を
は
じ
め
八
路
線
が
不
通

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
除
雪
体
制
を

一
段
と

強
め
、
県
、
市
町
村
な
ど
合
わ
せ
て

六
千
五
百
七
十
J
余
り

の
道
路
に
延

一
万
六
千
七
十
八
台

の
除
雪
機
械
を

投
入
し
て
連
日
連
夜
除
雪
に
あ
た

っ

、-ヰ品、、

ナ
J
t
v
ム
以

一
月
十
二
日
に
は
県
道
伏

木
港
線
な
ど
三
線

十
七
日
に
は
県

道
八
尾
古
川
線
な
ど
二
線

の
除
雪
を

陸
上
自
衛
隊
に
要
請
し
ま
し
た
。

運
輸
機
関

国
鉄
関
係

北
陸
線
の
列
車
運
行
は
昨
年
十
二

月
二
十
七
日
以
来
、
日
を
追
う
ご
と

に
悪
く
な
り
、
十
二
月
三
十
日
に
は

上
下
線
が
不
通
と
な
り
、
長
距
離
列

車
の
運
休
、
遅
延
が
相
次
い
で
マ
ヒ

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

一
月
六
日
に
は
敦
賀

1

今
庄
間
で
不
通
、
上
り
特
急
な
ど
は

全
面
運
休
、
下
り
線
は
五

o
rの
運

行
と
な
り
、
金
沢
鉄
道
管
理
局
は
第

五
次
規
制
を
適
用
し
て
通
勤
・通
学

生
活
必
需
品
の
輸
送
に
全
力
を
あ
げ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
井
j
敦
賀
聞
が
開
通

し
、
四
次
か
ら
三
次
規
制
と
移
り
ま

し
た
が
、
十
日
夜
半
か
ら
の
降
雪
で

よ
る
電
柱
の
損
壊
な
ど
か
ら

一一
日
ま
で
に
六
万
三
千
二
十

二
戸
が

停
電
し
ま
し
た
。

通
信
関
係

電
々
公
社
加
入
電
話
に
つ
い
て
は
、

年
末
か
ら
二
月
三
日
ま
で
故
障
が
延

一
万
四
百
件
発
生
し
、
そ
の
原
因
は

主
に
落
雷
や
着
雪
に
よ
る
も
の
で
し

十
三
1
十
六
日
ま
で

一
部
不
通
区
間

が
生
じ
て
、
長
距
離
列
車
が
全
面
運

休
し
ま
し
た
。

一一
月
三
日
現
在
の
運
行
状
況
は

特
急
、
急
行
が
九
五
行
、
普
通
、

ー
カ
ル
列
車
は
平
常
運
転
と
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
高
山
線
は
雪
崩
な
ど
の
影

響
で
不
通
が
相
次
ぎ
、
二
月
二
日
に

至

っ
て
特
急
の
運
行
が
再
開
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
運
行
率
は
二

O
折、

普
通
列
車
は
七
六
が
れ
の
状
態
で
し
た
。

富
山
操
作
場
は
十
二
月
二
十
七
日

以
降
機
能
が
ほ
と
ん
ど
マ
ヒ
し
、
製

造
業
の
原
材
料
、
製
品
な
ど
を
積
ん

だ
貨
車
四
百
四
十
両
余
り
が
滞
貨
し

ま
し
た
。

私
鉄
関
係

地
方
鉄
道
の
鉄
軌
道
は
昨
年
暮
れ

月

予-
。

ナ
'ハ

に
立
山
線
で
一

部
不
通
と
な
っ
た
が
、

一一
月
三
日
現
在
、
全
線
平
常
運
転
に

な

っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
は
、
昨
年
暮

れ
か
ら
二
月
三
日
ま
で

の
全
面、

ロ

部
運
休
が
累
計
で
四
百
八
十
四
路
線

と
な
り
、

二
月
三
日
現
在
、

区
間
運

そ
の
他

消
防

落
下
し
た
屋
岡
山
雪
に
埋
ま

っ
た
人

の
救
出
や
災
害
現
場
の
警
戒
、
消
火

栓
付
近
の
除
雪
な
ど
、
延
七
万
四
百

三
十
二
人
の
消
防
職

・
団
員
が
出
動

休
が

二
路
線
と
な

っ
て
い
ま
す
。

加
越
能
鉄
道
は
、
パ
ス
路
線
で
二

月
三
日
ま
で
全
面
・

一
部
運
休
が
累

計
で
四
百
六
十
三
と
な
り
、
三
日
現

在
も
七
路
線
が
全
面
・

一
部
運
休
と

な

っ
て
い
ま
す
。

生
活
関
連

厚
生
関
係

山

一
人
ま
た
は
二
人
暮
ら
し
の
老
人

世
帯
、
母
子
世
帯
、
世
帯
主
が
重

度
身
障
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
の
う

警
察

一一
月
三
日
ま
で
延

一
万
五
千
七
百

ち
、
他
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
雪

お
ろ
し
を
で
き
な
か

っ
た
世
帯
に

対
し
て

一
世
帯
に

一
万
円
を
除

た
状
態
で
し
た
。

物
資
は
入
荷
、
価
格
と
も
に
安
定
し

商
工
労
働
関
係

製
造
業
は
富
山
操
作
場
の
機
能
停

止
に
伴

っ
て
原
材
料
の
在
庫
減
、
出

荷
停
滞
に
よ

っ
て
、
四

0
1
五

o
r

の
操
短
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
運
輸
業
は
ト
ラ

ッ
ク

へ
の

切
り
換
え
の
増
大
に
加
え
、

雪
に
よ

る
回
転
率
の
低
下
な
ど
か
ら
滞
貨
が

た 目
立
ち
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し

教
育
関
係

日

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
積
雪
一
灯
以

上
に
な

っ
た
た
め
、

三
学
期
の
始
業

を
遅
ら
せ
た
学
校
が
小
中
学
校
で

二
十
七
校
六
分
校
あ
り
、
臨
時
休
業

や
始
業
時
繰
り
下
げ
を
し
た
学
校
も

多
数
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

電
力
関
係

一
月
三
、
四
日
、
高
圧
送
電
鉄
塔

十

一
基
が
倒
壊
し
、
富
山
市
北
部
を

中
心
に
三
十
カ
所
が
断
線
、
最
高
三

時
間
に
わ
た

っ
て
二
万
五
千
七
百
戸

が
停
電
し
ま
し
た
。
ま
た
、
着
雪
に

ー
ル
、
交
通
整
理
、
道
路
標
識
灯
な

ど
の
除
雪
や、

一
般
の
除
雪
奉
仕
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

一一
月
二
十
日
現
在
、
豪
雪
に
よ
る
県

内
の
被
害
総
額
は

一
千
二
百
十
七
億

円
余
り
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
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2月10日現在 (単位千円)
56年豪雪被害額

雪
給
付
金
と
し
て
支
給
。

ω世
帯
更
生
資
金
の
原
資
を
充
実
し、

住
宅
資
金
や
災
害
援
護
資
金
の
貸

し
付
け
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

措
置
。

ω孤
立
状
態
に
陥

っ
て

い
る
五
町
村

二
十

一
地
区
九
十
三
世
帯
に
、
見

舞
品
と
し
て
生
野
菜
、
肉
な
ど
を

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
空
輸
。

農
林
業
関
係

積
雪
の

た
め
被
害
の
全
容
は
判
明

し
て
い
ま
せ
ん
が
、

雪
が
と
け
る
に

つ
れ
て
被
害
の
範
囲
は
全
県
に
及
び
、

そ
の
額
は
莫
大
な
も
の
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

現
在
、
農
業
関
係
で
は
果
樹
棚
、

園
芸
施
設
な
ど
、
林
業
で
は
樹
木
の

倒
伏
折
損
な
ど
の
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
活
必
需
物
資
関
係

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
県
外
産
に
頼

っ

て
い
る
青
果
物
を
は
じ
め
、
生
鮮
魚

介
類
、
食
肉
、
燃
料
な
ど
生
活
必
需

九
十
九
名
が
出
動
し
、

雪
害
、
火
災

交
通
事
故
の
処
理
、

雪
崩
な
ど
の
危

険
地
帯
や
要
保
護
家
庭
へ
の

パ
ト
ロ

な
り
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